
 

 
 

 

 
～良い表情で終えることが出来た１学期終業式～ 

 

７月１７日（金）１学期の終業式を無事終えることができました。『みんなでつくる「お・

じ・ろ」を合い言葉に新たな気持ちで頑張っていきましょう！』と呼びかけた４月から４

カ月。どの学年の児童も毎日の授業や様々な行事、学級での自治活動などを通じ、ひと回

り大きく成長しました。また、物の見方や考え方も各学年で今まで以上に大きく広げられ

たのではないかと感じます。よい面もこれからの課題も、また次の２学期につなげて！ 

 

お  もいきり活動できる人  新しい学期のスタートにどの学年も新鮮な気持ちと「頑張 

るぞ」の意欲を感じました。１年生は小学生としての勉強に張り切って取り組む姿

が見られ、２年生はお兄さん、お姉さんになる自覚が持てていました。３・４年生は唯一

の複式学級でスタートを切りました。お手本を示す場面(4 年)、行動を見習う場面(3 年)、

そして力を合わせる場面と複式学級の良さを生かして互いによい声掛けをしながら頑張る

ことができていました。５年生は、４校の仲間で協力し、自然学校を思いっきり楽しむ表

情が印象的でした。そして６年生は、修学旅行への取り組みで平和について考えるととも

に、小代小のリーダーとして後輩たちに寄り添い、たくさん動いてくれました。 

 

じ  ぶんから あいさつのできる人  素直でさわやかなあいさつは、小代っ子のよいとこ 

ろ。校外や地域でのあいさつは、まだまだ頑張れるかなと感じていましたが、登校 

時には交差点で立番をしている校長や駐在さんの姿が見えると遠くからでも大きな声であ

いさつをしてくれる人がとても増えました。「小代っ子のはつらつあいさつは地域の元気

の源」これからもそう言っていただけるように努力していきたいですね。 

 

ここ ろ   やさしい人  困った人のために行動する優しさ、涙が出た友だちを励ます優しさ。

そして、電車の中でご高齢の方に席を譲ろうと動ける優しさ(修学旅行にて)にも 

出会いました。人への優しさは自分への優しさとしてきっとまた返ってきます。温かくう 

れしい場面がこれからもたくさん増やせるよう、こころ優しい人になれたらいいですね。 

    

         ７月８日（水）児童会主催の七夕      

集会がありました。昨年より保護者の 

皆さんにもその活動を参観いただいています。 

立派な笹竹に子どもたちが作った折り紙の装飾や願いを書いた

短冊を縦割り班ごとに飾り付けました。その後は、七夕のカード合

わせゲーム、最後に「たなばたさま」を全員で歌い、記念写真を撮

りました。笹竹は、昇降口ホールの杉の柱に飾りつけました。  

七夕は終わりましたが、子どもたちが持ち帰りました短冊をあらためてご覧いただき、保護者の皆様

も願いを共有してあげてください。いろんな願いが形になったり、これから自分が頑張っていくためのエ

ネルギーになってくれればうれしいです。当日のご参観、また笹竹のご提供ありがとうございました。 

 

◆ふるさとに学び 誇りと夢をもち  
心あたたかく たくましい 小代っ子の育成◆ 
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令和８年度「小代っ子」 

七夕集会 



「思いの丈 ～日々のまなざし～」 

 

［文責： 校長 山本 秀樹］ 

 

  6/29(月)とちのき村に環境 

体験学習に行きました。水生  

昆虫やイワナの稚魚、そしてサンショウウオも見つけ                    

ることができました。子どもたちは豊かな自然の中で 

とてもいい表情で川、山の生き物や恵みに触れること 

ができました。ふるさとおじろがまた好きになったこ 

とと思います。案内と指導をしてくださった田村さん、 

錦織さん本当にありがとうございました。 

 

【お知らせ】香美町立学校における勤務時間外の電話対応について 

香美町教育委員会では、教育活動の充実や業務改善など様々な観点から「働き方改革」

を推進しています。この度、取り組みの一環として町立全小・中学校に留守応答電話機能

を導入することとなりました。小学校への導入時期は２学期以降になる見込みです。開始

日が確定次第、保護者の皆様には文書を配布しあらためてお伝えいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※休日の行事が主ですが今、分かって 

いるもののみ掲載しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 学校行事 

9 日 コミュニケーション・ワークショップ 

11 火 山の日 

13 木 学校閉庁日 

14 金 学校閉庁日 

22 土 町人権講演会 

23 日 ＰＴＡ奉仕作業  8:00～ 

27 木 学校保健委員会 14:00～ 

つな GO ! おじろ 

小代小・中学校コミュニティー・スクール事業 

『おじろの子どもの未来を考える会』 

○時間 10:00～12:00 

○場所 小代地域局 ２階 大会議室 

すでに全戸にチラシが配布されています。 

３・４年環境体験学習 

教
育
の
質
を
守
る
土
台 

「
争
え
ば
足
ら
ず
、
分
け
合
え
ば
余
る
」 

奪
い
合
え
ば
、
ど
れ
だ
け
あ
っ
て
も
足
り
な
い
と
感
じ
る
。

し
か
し
、
お
互
い
に
分
け
合
え
ば
、
不
思
議
と
十
分
に
足
り
る

も
の
だ
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。 

穏
や
か
に
見
え
る
学
校
も
実
は
大
変
忙
し
い
。
正
確
に
は
、

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
先
生
方
が
一
生
懸
命
に
力
を
尽
く
し

て
い
る
状
況
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

勉
強
が
難
し
い
子
ど
も
が
い
れ
ば
、
ど
う
す
れ
ば
理
解
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
準
備
工
夫
す
る
。
一
つ
一
つ
の
行

事
に
も
必
要
な
関
わ
り
を
仕
組
み
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に

活
動
で
き
る
よ
う
支
え
な
が
ら
時
間
を
か
け
て
共
に
築
い
て
い

く
。
そ
の
他
に
も
、
数
多
く
の
研
修
や
出
張
に
出
か
け
、
校
内

の
打
ち
合
わ
せ
や
会
議
な
ど
、
多
く
の
業
務
に
真
摯
に
取
り
組

ん
で
く
れ
て
い
る
。 

先
生
方
は
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
に
声
を

掛
け
合
い
、
助
け
合
い
、
役
割
を
分
け
合
っ
て
い
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
安
心
感
や
信
頼
を
生
み
、「
大
丈
夫
」「
一
緒
に
頑
張

ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
を
育
て
て
い
る
。「
余
る
」
の
は
、
物
で

は
な
く
人
の
心
な
の
か
も
知
れ
な
い
。 

一
方
で
「
余
力
」
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
い
て
も
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
様
々
な
業
務
を
見
直
し
、
削
減
す
る
こ
と
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
手
作
業
で
行
っ
て
き
た
業
務
を
簡
略

化
し
て
い
く
こ
と
等
々
。
こ
れ
ら
は
ま
だ
道
半
ば
で
あ
る
。 

余
力
が
あ
る
人
は
分
け
合
う
こ
と
が
で
き
る
。
分
け
合
う
人

が
増
え
れ
ば
学
校
に
は
「
余
る
」
も
の
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は

物
で
は
な
く
、
安
心
や
信
頼
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
に
向
け
る

時
間
や
笑
顔
な
ど
・
・
・
。
そ
の
積
み
重
ね
こ
そ
が
教
育
の
質

を
守
る
土
台
に
な
っ
て
い
く
。
先
生
方
の
頑
張
り
に
感
謝
し
な

が
ら
、
先
生
方
に
「
余
力
」
が
生
ま
れ
る
学
校
づ
く
り
を
こ
こ

か
ら
も
丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
。 


